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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 互いに回動可能に配設された２つの構造群（１、２）と、ばね室（７）とを備えた捩じ
り振動ダンパにおいて、第１構造群（１）は第１案内面（３０）を有し、ばね室（７）を
ラジアル方向外方でシールし、その際第１案内面は隙間（３１）によって第２構造群（２
）から離れておりかつ略ラジアル方向に配設されており、そして略ラジアル方向に配設さ
れ、隙間（３１）をばね室側でカバーする第２案内面（５０）が設けられ、第１案内面（
３０）と第２案内面（５０）との間にばね室（７）に面した少なくとも1つの開口（６）
が設けられていることを特徴とする前記捩じり振動ダンパ。
【請求項２】
 開口（６）が、粒子がラジアル方向運動成分によって通り抜け得るように、配設されて
いる、請求項１に記載の捩じり振動ダンパ。
【請求項３】
 第１案内面（３０）と、第２構造群（２）との間に配設された隙間（３１）の近くで、
第１案内面（３０）と第２案内面（５０）との間に抑制室（４０）が設けられている、請
求項１又は２記載の捩じり振動ダンパ。
【請求項４】
 抑制室（４０）が、ラジアル方向外方に、ばね室に通じる開口（６）を有する、請求項
３に記載の捩じり振動ダンパ。
【請求項５】
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 第１案内面（３０）と第２案内面（５０）との間に、吸収性材料から成るシール材料（
４）が設けられており、シール材料は、少なくとも捩じり振動ダンパの停止の際第１案内
面（３０）と第２構造群（２）との間の隙間をカバーする、請求項１から４までのうちの
いずれか一項に記載の捩じり振動ダンパ。
【請求項６】
 第２構造群（２）が、略ラジアル方向の第３案内面（２０）を有し、第３案内面が、第
２案内面（５０）と第２構造群（２）との間のアキシャル方向の隙間（５１）をばね室（
７）とは反対側でカバーしている、請求項１から５までのうちのいずれか一項に記載の捩
じり振動ダンパ。
【請求項７】
 第１案内面（３０）と第２構造群（２）との間の隙間（３１）が、アキシャル方向にお
いて第３案内面（２０）よりもばね室（７）から離れている、請求項６に記載の捩じり振
動ダンパ。
【請求項８】
 第１構造群（１）と第２構造群（２）との間の捩れ角に依存して、これらの構造群（１
、２）の間の隙間を閉鎖する手段（３、３２、４２）を特徴とする、請求項１から７まで
のうちのいずれか一項に記載の捩じり振動ダンパ。
【請求項９】
 閉鎖手段（３、３２、４２）が、所定の捩れ角の際アキシャル方向に動かされる少なく
とも1 つの突出部（３２）を有する、請求項８に記載の捩じり振動ダンパ。
【請求項１０】
 遠心力によって作用される油脂移送を特徴とする、請求項１から９までのうちのいずれ
か一項に記載の捩じり振動ダンパ。
【請求項１１】
 油脂移送が、ラジアル方向内方に配設された油脂収容部、特に案内面（５）の後方に通
じる隙間（５１）と、ラジアル方向外方に配設された油脂移送部、特に少なくとも1つの
開口（６）又は孔（６０）を有し、その際油脂移送部と油脂収容部との間に、その経路上
で油脂を油脂移送部から油脂収容部まで周方向に移動させる手段が設けられている、請求
項１０に記載の捩じり振動ダンパ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、互いに回動可能に配設されている２つの構造群と、ばね室とを備えた捩じり振
動ダンパに関する。そのようなばね室には一般に両構造群の間に接線方向に作用するばね
、例えばスパイラルばねが配設されている。次に概念「アキシャル方向」の下に捩じり振
動ダンパの主回転軸線に対して平行の方向、概念「ラジアル方向」の下に主回転軸線から
離れる、主回転軸線に対して垂直の平面内に位置する方向、そして概念「接線方向」の下
に前記両方向に対して垂直の方向が理解される。
【０００２】
【従来の技術】
本発明のような捩じり振動ダンパは存在しなかった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、上位概念による捩じり振動ダンパをばね室が例えば油脂のような潤滑剤
等の流出が生じないようにシールするように構成することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
この課題の解決として、本発明は、第１構造群が第１案内面を有しかつばね室がラジアル
方向外方でシールされており、その際第１案内面が第２構造群から隙間によって離されか
つ略ラジアル方向に配設されておりかつ略ラジアル方向に配設され、隙間３１をばね室側
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でカバーする第２案内面が設けられ、第１案内面と第２案内面との間に、ばね室に向けら
れた少なくとも1 つの開口が設けられた、当該技術分野の捩じり振動ダンパが提案される
。
【０００５】
この際本発明は、ばね室中に油脂が広域にぐるりと飛散しかつ壁に当接した際に油脂は油
脂をラジアル方向外方に移動させる遠心力を受けるという基本思想に依る。この方法で、
案内面に現れる油脂もラジアル方向の加速度を受ける。ばね室に向けられた案内面のラジ
アル方向表面に基づいて、案内面上にある油脂が遠心力によって表面に沿ってラジアル方
向外方に移送されることが保証される。
【０００６】
第２案内面は、第１案内面と第２構造群との間の隙間を通って広域にぐるりと飛散する油
脂は通り抜けさせることができない、そのわけは油脂は、その前にこの第２案内面によっ
て捕捉されるからである。第２案内面は、隙間に関してばね室側、従って第１案内面の少
なくとも1 つの領域に関してばね室側にも配設されているので、第２案内面をラジアル方
向外方に、少なくとも第２案内面によってラジアル方向外方に送られる油脂は、少なくと
も第１案内面によって捕捉されるべきである。遠心力は、この油脂が再び第１案内面と第
２構造群との間の隙間をラジアル方向内方に向かって加速されることを阻止する。
【０００７】
第１案内面と第２案内面との間に、ばね室に向けられた少なくとも1 つの開口を通って、
なんらかの方法で、例えばクリープ工程によって第２案内面の後方に達する潤滑剤又は油
脂が、ばね室に戻され得る。特に、開口が、粒子がラジアル方向の運動成分によって通り
抜け得るように、配設されている場合には有利である。
【０００８】
第１案内面と第２案内面との間で、第１案内面と第２構造群との間に配設された隙間の近
くに、抑制室が設けられ得る。この室内に第２案内面の後方に達する潤滑剤が集まりかつ
それによって隙間の通り抜けが阻止される。そのような抑制室は、特に相応して室のラジ
アル方向外側に設けられ、集まった油脂がばね室に戻され得るための開口と関連して、有
利である。
【０００９】
第１案内面と第２案内面との間に、１つの要素、好ましくは吸収性材料から成るリングが
設けられることもでき、この要素は、少なくとも捩じり振動ダンパの停止の際に第１案内
面と第２構造群との間の隙間をカバーする。そのような吸収性材料は、ばね室中にある潤
滑剤等を吸着しかつ再び解放し得る。特にこの材料は、スポンジとしてフェルト状に又は
発泡材から形成され得る。材料は、隙間よりも高い毛細管力を有すべきである。この吸収
性材料が第１案内面と第２構造群との間の隙間をカバーすることによって、特に油脂等の
この隙間を通るクリープが阻止される。捩じり振動ダンパの回転の際に遠心力に基づいて
そのようなクリープ工程は無効にされる。その結果このシールリングは、シールリングが
回転の際に遠心力に基づいて第２構造群又はしかし第１案内面から持ち上げられ、その結
果捩じり振動ダンパの回転の際に無接触のシールが存在する。特にこのシールリングは、
第１案内面と対２案内面との間の抑制室中に設けられ得る。
【００１０】
更に、第１案内面と第２案内面との間のラジアル方向外方の開口が、ばね室に対して設け
られる場合には有利であり、その結果シールリングに集まった潤滑剤は、遠心力によって
ばね室に移送される。特にシールリング、案内板及び案内ディスクから成る構成を、前組
立することが可能である。このために例えば案内板及び案内ディスクが前記のように固着
されることができ、その結果シールリングは案内ディスクと案内板との間に好適な方法で
固定される。
【００１１】
シールリングは、第２案内面を取り囲む案内ディスクのラジアル方向内方に向けられた予
圧下に保持されることができ、案内ディスクは、捩じり振動ダンパの回転の際にこの予圧
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が、好ましくはゼロまで減少されるように形成されている。このために案内板は例えばア
キシャル方向の突出部を有し、突出部は、シールリングを把持しかつラジアル方向内方へ
向かって第２構造群に押圧する。これらのアキシャル方向の突出部は、突出部が捩じり振
動ダンパの回転の際に遠心力によって外方に移動されかつそこでシールリングを解放する
ような寸法にされる。
【００１２】
本発明による捩じり振動ダンパの第２構造群は、略ラジアル方向の第３案内面を有し、第
３案内面は、第２案内面と第２構造群との間のアキシャル方向の隙間をばね室とは反対側
でカバーしている。この方法で第２案内面と第２構造群との間のアキシャル方向に開いた
隙間を通り抜ける、場合によっては存在する潤滑剤粒子が、第３案内面によって捕捉され
かつ第３案内面上ラジアル方向外方に移送される。有利な方法で、第１案内面と第２構造
群との間の隙間は、アキシャル方向においてばね室からこの第３案内面よりも更に離れて
いる。第３案内面上を移送される粒子が、第３案内面のラジアル方向外方に位置する端に
達しかつ遠心力によって前記端からラジアル方向に解放された際に、粒子はばね室を離れ
ない、そのわけはばね室の固有の開口、即ち第１案内面と第２構造群との間の隙間は、軸
線方向においてばね室から更に離れて位置するからである。
【００１３】
好適な方法でばね室内への潤滑剤又は油脂の移送に影響し得るために、ばね室内に、特に
第１案内面の近くに及び又は第１案内面と第２案内面との間の抑制室中に他の案内面が、
案内面上に現れる粒子が好ましくはばね室又はばねの方向に転向されるように、配設され
ている。捩じり振動ダンパは、更に、第１構造群と第２構造群との間の捩れ角に依存して
これらの間の隙間を閉鎖する手段を有する。これらの手段は、両構造群の間で所定の捩れ
角に達しかつ従ってぐるりと飛散する油脂の危険が最大である場合に、ばね室は完全に閉
鎖されるように構成され得る。これに対して僅かにのみ存在するか又は存在しない捩れ角
では、隙間は開放されその結果－少なくともこの個所に－ばね室の無接触シール従って小
さい摩擦が保証されている。
【００１４】
捩じり振動ダンパは有利にばね室のシールのために使用され得る。その上捩じり振動ダン
パは、遠心力によって作用される油脂移送機能を有する。運転中、油脂はばね室内で種々
の方向に飛散し又は分散する。しかし一般に油脂はばね室内の所定の領域でのみ必要とさ
れる。本発明による油脂移送の構成によって、ばね室内に分散する油脂は所望の位置に戻
されることができる。
【００１５】
有利な方法で、油脂移送は、ラジアル方向内方に配設された油脂収容部及びラジアル方向
に更に外方に配設された油脂移送部を有し、その際油脂移送部と油脂収容部との間に、油
脂移送部から油脂収容部までの経路上で周方向に油脂を移動させる手段が設けられている
。一方遠心力によって油脂のラジアル方向の移動は自動的に行われ、本発明による移動手
段は周方向においても油脂の所望の移送を可能にする。
【００１６】
本発明による油脂収容部として、捩じり振動ダンパの各表面が使用される。特に油脂はそ
の上、隙間又は開口によっても収容され、例えば案内面の後方に通じる隙間によって収容
され得る。本発明による移動手段は、例えば表面にラジアル方向の成分によって形成され
た、送出案内面のような構成で有り得、送出案内面によって油片のような粒子は、遠心力
によりラジアル方向外方に移動される際に、周方向に転向される。
【００１７】
前記油脂移送は、それ以外の特徴とは無関係に、捩じり振動ダンパで有利に、油脂が必要
とされる所定の個所で使用されるように行われ得る。本発明の他の利点、特性及び目的は
、本発明による捩じり振動ダンパの１０個の実施形態が例えば図示されている添付された
図面の次の記載に見られる。
【００１８】
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【実施例】
本発明による第１実施形態（図１及び図２）の捩じり振動ダンパは、互いに回動可能に配
設された第１構造群１と第２構造群２とを有する。両構造群１及び２は、中にばね機構７
０が設けられたばね室７を有している。このばね機構７０は、両構造群１と２の間に接線
方向に作用し、その際第１構造群１は、ばね機構７０のばねくさび７１と交換作用をする
突出部７２を有する。
【００１９】
第１構造群１には、第１案内面３０を有するディスク状の案内板３がクリップ止めされ（
クリップ結合１０）かつ第２構造群２から隙間３１を介して離されている。更にこの捩じ
り振動ダンパは、案内板３に固定されたリングディスク状の案内ディスク５を有する。こ
の案内ディスク５は、隙間５１を介して第２構造群２から離されかつ第２案内面５０を有
する。
【００２０】
案内ディスク５又は第２案内面５０の後方に、部分的にシール４によって充填された抑制
室４０がある。シールリング４は、第２構造群２に当接しかつこの方法で第１案内面３０
と第２構造群２との間にアキシャル方向に向けられた隙間３１をカバーする。この実施例
においては、シール４はフェルトから成る。抑制室４０のラジアル方向外方に位置する側
で、第１案内面３０と第２案内面５０との間に又は案内板３と案内ディスク５との間に開
口６が設けられる。
【００２１】
第２構造群２と第２案内面５０との間の隙間５１の、ばね室７とは反対側には、第３案内
面２０が配設されている。３つの案内面３０、５０及び２０の各々は、ばね室に向いてい
るアキシャル方向の表面成分を有する。それによって回転する捩じり振動ダンパでは、案
内面３０、５０及び２０上にある粒子が、ラジアル方向外方に移動されかつばね室７内に
留まる。隙間５１を通り抜ける粒子は、抑制室４０の第３案内面２０上に移送されかつそ
こから遠心力によって、シールリングにある粒子と共に第１案内面３０上に達しかつ開口
６を通ってばね室７中に戻される。同様に粒子は、第２案内面５０上でラジアル方向外方
に移送されかつ遠心力により第１案内面３０上に達する。
【００２２】
シールリング４は、シールリングが捩じり振動ダンパの所望の回転数では、第２構造群か
ら持ち上がるように選択されている。この方法でこの高い回転数ではばね室７の無接触シ
ールが保証される。第２実施形態（図３及び図４）による捩じり振動ダンパは、略第１実
施形態に相応する。しかし、第２実施形態は、略平面状で、複数の凹部（結合部５２）に
よって案内面３と結合している案内ディスク５を有する。結合個所５２の間には、開口６
を形成する、案内板３のラジアル方向の縦長の凹部が形成される。
【００２３】
第３実施形態（図５）は、殆ど構造的に同様であるが、第３実施形態は、結合個所５２に
溶接点が設けられることによってのみ第２実施形態と相違する。選択的に、連結個所５２
で案内板３にそれぞれ１つのレンズ状の凹部が設けられ、凹部には案内ディスク５の相応
するそれぞれ１つの突出部が形状一体的に係入している。
【００２４】
第４実施形態〔図６（ａ）、（ｂ）〕も、略第２実施形態に相応する。しかしこの場合で
も、完全にシールリングは不要とされている。その代わりに、第２構造群２は、凹状案内
面４１を有し、凹状案内面は、第２構造群２と第１案内面３０との間の隙間３１から抑制
室４０に達しかつ第３案内面２０と先端で相会する。捩じり振動ダンパの回転の際に、第
３案内面２０上又は凹状案内面４１上にある粒子は、抑制室４０におけるラジアル方向の
接着力の相応した克服により、第１案内面上に移送されるために、先端まで移送される。
【００２５】
好ましくは実施形態では周方向において、各開口６の両側にそれぞれ斜めの送出案内面６
１が設けられており、斜めの送出案内面によって、回転軸線に対して平行な面での抑制室
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４０中の油脂の集積が回避され又は減少される。これらの送出案内面６１は、アキシャル
方向に向けられた表面成分を有しかつこの方法で油脂を周方向に送出する。
【００２６】
第４実施形態の第１変形は、図７（ａ）と（ｂ）に表されている。一方第４実施形態では
、開口６は第１構造群１の突出部７２の高さに配設されており、この変形では、開口６は
ばね７０の高さにある。この方法で、それぞれ存在する要請に従って、所望の位置への油
脂の移送が保証される。この第１変形では、案内ディスク５は、平面状に形成されており
かつ殆ど案内板３の外半径に相応する外半径を有する。この方法で案内ディスク５は、案
内板３と共にクリップ結合部１０によって第１構造群１に固定されかつ案内板によってこ
の実施形態の特別に簡単な組立が保証される。案内ディスク５には抑制室４０のラジアル
方向外方に位置する側の高さに、開口６を形成しかつ孔を通って油脂排出が行われるため
の孔６０が設けられている。
【００２７】
図８（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）に表された第２変形は、第１変形に対して拡大されたリン
グ状の抑制室４０を有する。更に案内ディスク５にはばね機構７０の高さに、第１変形に
おける１つの孔６０の代わりに、３つの孔６０が設けられている。この第２変形では、送
出案内面は不要にされかつ油脂移送は孔６０の好適な配列によって簡単に行われる。油脂
移送のための移動手段は、この変形では孔６０及び第１案内面３０を有し、案内面３０で
油脂は、孔６０を通って送出されるまで集められる。
【００２８】
本発明による捩じり振動ダンパの第５実施形態〔図９（ａ）、（ｂ）〕も、略前記実施形
態に相応する。しかしこの第５実施形態では、シールリング４が設けられている。第５実
施形態に対して、第６実施形態（図１０及び図１１）では、シールリングは不要とされる
。更に第６実施形態では、抑制室４０はリング状には形成されず、複数の室に分割されて
いる。これらの室の間にウエブがあり、ウエブには追加的に案内板３と案内ディスク５が
結合されている。この結合のために孔６０が利用され、孔は抑制室４０の高さで案内板３
と第２案内面５０との間の開口として役立つ。この実施形態では、案内ディスク５の高い
安定性が保証され、その結果特にこの実施形態では、案内ディスク５よりも低いな安定性
の材料も使用され得る。
【００２９】
第７実施形態（図１２）では、案内ディスク５は案内板３とは結合されずに、第２構造群
２上に載せられる。その限りではこの実施形態では案内ディスク５は第２構造群２と共に
回転される。この実施形態では開口６は案内板３と案内ディスク５との間のアキシャル方
向隙間によって形成される。第８実施形態（図１３及び図１４）でも、案内ディスク５は
第２構造群２上に差し込まれかつ案内板３から開口６を介して離されている。この実施形
態では、案内板３は突出部３２を有し、突出部は、ばね７０が圧縮され、即ち第２構造群
２が第１構造群１に対して捩じられる場合に、突出部３２がばね・くさび７１によって第
２構造群２上に移動されるようにそれぞればね７０の端に設けられたくさび７１と交換作
用を行う。この運動によって案内板３は、第２構造群２に設けられたシール部材４２に対
して押圧される。この方法で、ばね７０が圧縮されかつそれによって飛散する油脂の危険
が最大である場合に、ばね室７は完全に密閉される。これに対して圧縮されないか又は僅
かにのみ圧縮されたばねでは、ばね室７の無接触シールが存在する。
【００３０】
これに対して第９及び第１０実施形態（図１５及び図１６）では、案内板３はシール部材
４２に常に押圧される。このために必要な力は、フィンガ５３によって案内ディスク５に
付勢される。このアキシャル方向に作用する力にもかかわらず案内ディスク５の安定した
座着を保証するために、案内ディスク５は、クリップ結合５４によって第２構造群２に固
定されている。その限りでは、第９及び第１０実施形態では案内板３は、常にシール部材
４２上を滑動する。両構造群１と２との間の相対運動の際にばね・くさび７１は、突出部
３２を介して案内板３上に作用しかつシール部材４２上への案内板３のシール力を増大さ
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せる。第９実施形態と第１０実施形態とは、案内板３へのフィンガ５３の作用点のラジア
ル方向距離によって相違する。この方法で、合力は、特に第２構造群２に対しても調整さ
れ得る。このことは、カップリングのカップリングフランジとして第２構造群を使用する
場合にフィンガ５３の構造的形態が達成されることができ、合力は、カップリングの伝動
力の方向に作用することを意味する。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明による捩じり振動ダンパの第１実施形態の断面図である。
【図２】図２は、図１の一部の拡大図である。
【図３】図３は、本発明による捩じり振動ダンパの第２実施形態の第１構造群の突出部の
断面図である。
【図４】図４は、図３による捩じり振動ダンパの図２と同様な図形である。
【図５】図５は、本発明による捩じり振動ダンパの第３実施形態の図２と同様な図形であ
る。
【図６】図６は、本発明による捩じり振動ダンパの第４実施形態を表わし、（ａ）は、そ
の図３に類似した図形であり、（ｂ）はその図２と同様な図形である。
【図７】図７は、本発明による捩じり振動ダンパの第４実施形態の変形を表わし、（ａ）
はその図３と同様なた図形であり、（ｂ）はその図２と同様な図形である。
【図８】図８は、本発明による捩じり振動ダンパの第４実施形態の他の変形であり、（ａ
）は、その断面図、（ｂ）はその図１と同様な図、そして（ｃ）は、図２と同様な図形で
ある。
【図９】図９は、本発明による捩じり振動ダンパの第５実施形態であり、（ａ）はその図
１と同様な図形であり、（ｂ）はその図２と同様な図形である。
【図１０】図１０は、本発明による捩じり振動ダンパの第５実施形態の図３と同様な図形
である。
【図１１】図１１は、図１０による捩じり振動ダンパの図２と同様な図形である。
【図１２】図１２は、本発明による捩じり振動ダンパの第７実施形態の図２と同様な図形
である。
【図１３】図１３は、本発明による捩じり振動ダンパの第８実施形態の図２と同様な図形
である。
【図１４】図１４は、図１３による捩じり振動ダンパの他の運転状態を示す図である。
【図１５】図１５は、本発明による第９実施形態の図２と同様な図形である。
【図１６】図１６は、本発明による捩じり振動ダンパの第１０実施形態の図２と同様な図
形である。
【符号の説明】
１　　構造群
２　　構造群
７　　ばね室
３０　　第１案内面
３１　　隙間
５０　　第２案内面
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